
Ｎ Ｇ Ｎ の 接 続 ル ー ル に つ い て

平 成 ２ ０ 年 ５ 月 １ ５ 日

東日本電信電話株式会社

規制改革会議プレゼン資料



1

ブロードバンド市場の動向
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ブロードバンド市場における多様なインターネットアクセス

（出典）ＡＤＳＬ・ＦＴＴＨ・ＣＡＴＶの契約数は「電気通信事業分野の競争状況に関する四半期データの公表」（H19.12月末時点）
ダイヤルアップ・携帯電話・公衆無線LANの契約数は「電気通信事業分野における競争状況の評価２００６」（H18.12月末時点）
※ダイヤルアップについてはインターネット接続サービス（随時接続プラン）の契約回線数

お客様

ＡＤＳＬ
（１，３１３万）

50Mbps 100Mbps 160Mbps 7.2Mbps

■多様なインターネットアクセスとしてＡＤＳＬ・ＦＴＴＨ・ＣＡＴＶが存在。■多様なインターネットアクセスとしてＡＤＳＬ・ＦＴＴＨ・ＣＡＴＶが存在。

インターネットインターネット

ＦＴＴＨ
（１，１３３万）

携帯電話
（８，２５９万）

ＣＡＴＶ
（３８３万）

ダイヤルアップ
（電話）

（７９３万※）

公衆無線ＬＡＮ
（５９０万）

ＷｉＭＡＸ・
次世代ＰＨＳ

75Mbps
（WiMAX）

20Mbps
（次世代PHS）

100Mbps

（注）速度に関する数値は商用サービスの速度であり､ﾍﾞｽﾄｴﾌｫｰﾄでの最大値。
なお､WiMAX､次世代PHSは商用化前であり、理論上の最大値。
ADSL：NTT東 フレッツADSL等
FTTH：NTT東 Bフレッツハイパーファミリータイプ等
CATV：J:COM （関西：2007.4～／関東：2007.10～）等

ブロードバンド アクセス
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（万） ブロードバンドアクセス回線数の推移

ブロードバンド全体

2,829万

1,313万

DSLDSL

383万

CATV
インターネット

CATV
インターネット

1,133万

光（FTTH）光（FTTH）
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ブロードバンドアクセス回線数の推移

（出典）総務省公表値 H19.12月末時点

■ブロードバンドアクセス回線数は増加。■ブロードバンドアクセス回線数は増加。
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ブロードバンドアクセスのシェア

（出典）総務省公表値及び当社調べ H19.12月末時点

【東日本エリア】

【西日本エリア】
他社光
１３％

（１７１万）

他社DSL
２８％

（３７８万）

CATV
１６％

（２１３万）

NTTーDSL
１７％

（２３４万）

１，３４７万

NTT光
２６％

（３５１万）

西日本
ＮＴＴシェア

４３%

【首都圏エリア】

他社光
１４％

（１４３万）

他社DSL
３２％

（３１９万）

CATV
１３％

（１２９万）

NTTーDSL
１１％

（１１３万）

１，００６万

NTT光
３０％

（３０２万）

※南関東１都３県
首都圏

ＮＴＴシェア
４１%

■ブロードバンドアクセス全体では熾烈な競争が展開され、首都圏で４１％、近畿圏で３８％のシェア。■ブロードバンドアクセス全体では熾烈な競争が展開され、首都圏で４１％、近畿圏で３８％のシェア。

【近畿圏エリア】

他社光
２０％

（９８万）

他社DSL
２９％

（１４４万）

CATV
１３％

（６６万）

NTTーDSL
１３％

（６５万）

４９９万

NTT光
２５％

（１２６万）

近畿圏
ＮＴＴシェア

３８%

※２府４県

東日本
ＮＴＴシェア

４８%

他社光
１０％

（１５３万）

他社DSL
３０％

（４４９万）

CATV
１２％

（１７０万）

NTTーDSL
１7％

（２５２万）

１，４８２万

NTT光
３1％

（４５８万）




